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南極観測あるいは冬山登喜多の活況など，寒冷地における生活あるいは滞留などの普遍化はわが国に
おいて最近いちぢるしく目立った現象であるといえよう。しかるに寒冷隊碍iζ対する科学的管理はい
まだ不充分であり，そのため多くの犠牲者の見られる ζ とは途憶である。そ ζで筆者らは寒冷障碍iζ
対する諸対策のうち，とくに基本的問題点と思われる寒冷地における食糧について一つの実験を試み
すこ。
ととろで寒冷に対してどのような栄盤索が有効であるかという問題については従来数多くの研究が
(1) 
行われている。 Leblond，Dugalおよび Therien は白鼠を用いて実験し，寒冷時には自発的K脂肪摂
(2) (3) 
取量が増加し， また高脂肪食摂取は死亡率を低下せしめる と述べている。一方 Giajaおよび
(4) 
Gelineo は同じく白鼠で，寒冷下で糖質がその生存期聞を延長せしめると云う。また寒冷条件ではそ
w m 
のス トレスlζ抵抗するため糖質が重要であるが ，体内の栄養素燃焼で優先するのは脂肪である と
。〉
いう報告もある。 またビタミン B.が凍傷 を予防し，ビタミンB1も寒冷によるクレアチン尿予防lζ
(8) 
有効 であるといわれる。 ζれら動物実験以外に人体についても多くの実験や観察が行われている。
(9) (10) (11) (12) 
すなわち北極探検 ，北米インディアン ，南極探検 ，エスキモ一人 ，等における日常摂取食の
調査より高脂肪食が強調せられている。また寒冷に対する人体の抵抗性κおよぽす食餌改良の効果Ir.
(13)(14) 
ついては Ilinois大学において広範な実験 が行われているが，その結果によると高糖質食が寒
冷耐性を増大する乙と， さらに高脂肪食は高糖質食に勝り，乙れは食餌脂肪が一時皮下に沈着して放
熱を防ぐ点lζ意義があることなどが証明されている。また蛋白質摂取に関してはその特異動的作用が
寒冷環境lζ有利ではあるが，特』ζ耐皇室性lζ影響する決定的な因子ではないとしている。しかし著者
(15) 
ら はその耐寒性を寒冷血管反応より見て，高脂肪，低蛋白食に比し高蛋白食で耐寒性が著明に増加
(16) 
するととを見た。閉じく IUinois大学では各種ピタミンについても同様の実験を行い ，寒冷がピタ
(17) 
ミンCの要求を増すと推定した。その他緒方 によれば食塩食が基礎代謝の充進をきたし，耐寒iζ有
利であると述べている。
以上の多くの研究結果から，諸種栄養紫のうちとくに脂肪の摂取が耐寒性を強める ζとに異論はな
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く，したがって理念的には寒地携行食の内容は簡単に決められる釈であるが，しかしζれを具体的な
面で検討すると多くの問題が残っている。その第lの問題点はわが国の習慣食という点である。長期
間の寒地滞留において最も問題になるのは静香好と食品あるいは献立の多様性であって， 乙れはマナス
Jルレ登山あれ4いは南極観測の携行食の経験州
を，おもに山岳部学生層において問題を具体的に考えたのであるが，食習慣からくる堵好性という点
はとうしたわずか数日間の寒地滞留にあってもj もっとも重要な意義を有し，ただ単iζ栄養学的見地
からの栄養食は実用IC供しえないのである。携行食ではこう した実用性というととに重点がおかれね
ばならない釈である。そごで筆者らはまず山岳部学生の携行食内容を調査すると同時に，ζ うした携
行食が実際の登山活動にさいしてどのような役割を果しているかを検討し，その全内容を批判すると
ともに現実に改善しうべき携行食を考案したのである。
実験および調査方法
実験および調査は3段に分って行われた。第l段は実際の畳山活動時の食内容と身体所見の実験的
検討であり，第2段は大学山学部で計画され，実施されている冬山携行食内容の調査である。以上か
ら栄養学的見地より改善されるべき点を検討し，第3段としてより望ましい携行食について具体的な
考案を加えたのである。
1. キャンプ地における実験
そのうちまず1957年7月， 0大学山岳部員22名の夏山登山に同行し，キャンプ地において実施した
のはつぎの項目である。
1. 食餌調査 まず出発前の部員22名に対する食糧一括購入に際して，その食品種類と数量を正施
iζ記載して携行総食糧内容を明かにした。ついで登山時の携行食消費量については，使用材料，炊上
り量およひ.残飯量について携行したパネ秤で実測計算し，乙れから平均l人l日当り熱量および蛋白
摂取量を計算で求めた。
2. ~主活時間調査 晴天の行動日をえらぴ，部員のうち11名については訓練行動中のみの時聞を工
分単位で調査用紙に各自記入させ，そのうち6名については起床より就寝までの金生活行動を記録さ
せた。ζれから訓練聞の行動内容を明かにしたが，一方各動作が複雑なためR.M. R.の適用が困難で
あり，消費エネルギーの算出はできなかった。
3. 疲労度の測定 14名についてザンプリニテストおよび全員22名に対して越智 ・ドナジオ反応に
より疲労度測定を行った。ザンプニテスト のpH測定にはおもに Brom-Thymol Blue (東洋漉紙製
品)，ときに P加 to/-Redを用いた。測定は毎日朝食前および夕食前の2回であるが， あらかじめ彼
検者iζ合敷させ，舌端に新鮮な唾液を溜めさせて乙れに直接pH用紙を浸して成績を判定した。 一方
越智・ドナジオ反応、 は全員22名について合宿前後2回，早朝尿についてのみ実施した。
4. 体重測定 携務局体重計を用いて早朝起床直後に線体で体重を測定した。なお測定対象は合宿
期聞は全員22名(隔臼実施)であるが，そのうち8名についてはとくに合宿前と下山後についても測
定した。
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5. 血液検査 合宿訓練開始時とその終了前の2固にわたり，全員 22名について早朝起床前iζ採
血して硫酸銅よ)で全血比重および血清比重を測定し， 乙れから血清蛋白謹度およびヘモグロピン濃
度を計算した。
s. 尿総量素量，クレアチンおよびクレアチニン量測定 7名について訓練前後の2日聞にわたり
~4時間全尿を採集した。メスシリンダーでただちに尿量を測定し， その一部を用意した滅菌試験管に
移し，濃硫酸をl滴加え トJレオー Jレを充分重畳して保持した。 ζの試料を研究室iζ持ち帰り総窒素
(23) 
量，クレアチンおよびクレアチニンを測定 した。
H. 山岳部冬山携行食餌調査
さてζれとは別K行った大学山岳部携行食の認査の要領はつぎのようである。すなわち関西の10大
学山岳部の食糧担当者lζ依頼し，1956年12月ならびに1957年3月に行われた冬春登山lζ際して各大学
で実施された携行食内容を記録させた。 ζの場合計函購入食品数量の正確な記載を第lの目標とした
が，さらに下山時の食品残量についても記載を依頼した。乙れから実際の消費食品量を求め，平均l
人当り摂取量を計算した。またこれから各大学で使用している食品材料の種類あるいは大学どとの食
品の多様性についても検討した。
E 登山携行食の改良
以上のように従来の慣行携行食の内容を充分検討したうえ， 栄養学的に改良すべき点，また噌好的
IC改良しうる点を考慮して具体的に携行食品の献立をつくった。そして0大学山岳部に依頼し，その
冬山登山に際して本試案の計画通りを実施してその実用に供しうるかどうかを確めた。なお携行ビス
ケットについても脂肪含有比溶を種々変えて数度にわたり試作し，その都度山岳部員の登山に携行さ
せて実用性の点につき検討を重ねた。
成 績 および考察
I 夏山登山訓練時の携行食と身体所見
まずその登山実施計画の大要を表示すると第l表のとおりである。すなわち出発後3日間で訓練目
的地説岳真砂沢出合(高さ約1ro:lm)Iζ逮し，ζ乙で7日間(うち3日聞は雨)の訓練をおえたのち
約10日間の山岳縦走を行った。筆者らの実験は訪|晦7日聞を中心として行われた。
1. 食餌摂理主食について まず訓練7日間の摂取食餌量のうち総熱量，蛋白質および脂肪の各摂取
量についてまとめると第2表のようである。まず7日間平均工日摂取量は熱量 3113Cal，蛋白質77.9
g (動物性約 2S~ぢ) および脂質 54.6g であった。 ζれを計画量と比べると動物性蛋白質のみがわず
かに増えているが，蛋白総量をはじめ総熱量，脂肪のいずれも減少している。乙れは携行したクラッカ
ーやマーガリンが稽好iζ適せず計画量だけ摂取しなかったととがおもな原因である。また野菜のl部
が運搬途中lζ腐敗した乙とも附記せねばならない。 ζれを逐目的にみると，ほぽパランスのとれた摂取
をしており，ただ例外として計画外lζ鯨肉を使用した19日iζ動物性蛋白量が多く， また豪雨のため間
食炊事が不能となった23日lζ食餌量がやや減少しているのが目立つ程度である。 ζの聞とくに空腹を
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'. '1臼付|天候|鎚 場 所 及 ぴ 標 ili |荷重| -rr 動 内 訓'"化?
出発 7月14日 晴 夜行列車で大阪発 ! 
富豪に主雨山主を山に径行あ動てう午開。前始1タ0時4時追分霊堂着着，直，泊ちキ 15日 雨 .120C 追分→室2反x)堂m 45kg 18COm .. 
戸、ヤ
ア
2室反堂幻→雷鳥沢一別山乗越一三回平 野朝営7時，E部霊堂員の出発疲労，タ強し3時。三田平穏・プフ 16日 曇のち雨 lOOC 11 
ロノぜ
m→2000m→2700m-2300m 
lン
17日 快 晴 140C 三国平→合街地 靭8午時三田平時合出宿発， 剣着沢設雪営渓を下チ 2まわm....18COm 11 る。後2 地。、-'
18日 快 府 180C 6kg 行動合宿中行動日は2-3人づ
キ 19日 雨 140C it澱 つにわかれ，錫岳， glJ山雄
ヤ 山や岩場登り，沢登り等の20日 雨 80C it毅ン 訓練地へ行く。通常靭7時
プ 218 楕のち雨 120C 合宿地 6kg 行動 出発夕4時帰着，長高標高18COm 自iI 22日 晴のち雨 100C 6kg 行動 は宮町岳ま氾3m
練 - 沈澱日は終日ンテトの中セ23日 雨 130C 沈澱
横臥雑談。
24日 時 150C 6kg 行動〆
山 25日 晴 120C :Dkg 山岳縦走へ靭6時出発
岳縦 . 
定 8月4日 :Dkg 松本着
帰寂 5日 汽率lζて大阪傍若
第2表 摂取食餌霊 (平均l人l日当り〉 訴えるものもなく， また後述するように体重減少もみられ
日 付|熱量|酌質(動物性)I脂 質 ないのであるから， まず乙の訓練期聞における食餌量とし
7月18日
本 19日
ホ 20日
21日
22日
* 23日
24日
平均
計画
I.L * .
*ホホ
まJ27Cal 72. 6(16. 5) g 54.1g 
ヨ55 1∞.1(43.9)材 92.0 
:D16 76.1(17.1) 印.5
:D19 74.4(16.5) 35.9 
3260 76.7(12.8) 47.4 
2箆S特キ 回.1(11.3) 52.8 
~16 77.4(19.6) 49.3 
3斗3 77.9(19.7) 54.6 
3432 82.3(16.7) 65. 7 
雨天のため行動せず
予定外の鯨肉 1人当り 156g使用
23日は間食なし
ては一応充足されていると見てよい。 しかし熱量源は別と
して，脂肪と蛋白ととに動物性食品の摂取量は決して充分
量とはいえず，質的には貧弱な食餌であることが指摘され
た。
2， 訓練行動の内容 つぎに訓練自の生活行動内容を生
活時問調査成績からながめると第l図のようになる。 まず
l日全体としてみると起床はほぼ5時半頃，就寝は大体8
時頃であるがその内訳けは登山訓練iζ8時間14分，自由休
息時間4時間44分，睡眠9時間22分で，別に登山準備43分
間，食事と炊事57分となっている。 4時頃訓練を終えてか
えって就寝まで楽しい夕食をはさんで雑談iζ終始し，充分な休息をとっている。つぎにとくに登山訓
線時の行動内容をみると，大別して登りが4時間16分，降りに2時間11分を費しているが， その聞に
エ人平均5田計l時間42分 (1回約20分)休憩している。なお訓練時の平均装備重量は約6kgであっ
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Tこ。その労作強度は前述のよう 8時開15分{時間〉 24時間 (時間}
iζ決定できなかったが，全体と 24 8 
E昆 渓
してみた場-合，主観的な判断で 登
山 1・28'
あるが，ほぽ「中くらい」の労 ft tfJ 行 7 
20 動作区分に該当する程度であろう 8・14' ガラ場
と思われた。
1031' 3. 疲労度測定成績 訓練に 8057' 
よる疲労度の推移を唾液 pHの 15 出宛耳E備 43' 
器量 場 I 4016' 
変化，尿中疲労物質の動機およ 51' 
ーカら検討すると| 4・44' 4 
第2図のようである。まず唾液 r・ガ・ーiε電ラニ賠y崎t庄・明一25 降10 食司匹・炊事 57' pHの動きをみると，霊山行動iζ り
入った当初 (7月日目)の早朝 2・11'
(24) 
値は平均7.2でほぼ正常値で 睡 眼 2 
あったが，その後キャラパンに
手5
lグ，J噂 習百
入るとともに下降し，唾液pH
9・22'
休 懲
は酸性側iζ傾いて訓練地到着時
1・42'
には平均 6.6となり，ある程度 。 。
の疲労蓄積を認めさせた。しか 6例平均 11例平均
しその疲労もかなりすみやかに
1自の時間配分 ~山行動中の時開配分
回復し，キャンプ期間中は正1.¥・
第 l図 行動日生活時間配分値を維持している。つまり疲労
は目的地到着までのキャ ラパン
中に強く，訓練中は周到な計画と充分な休息iζより疲労はほとんどみられないととが分る。乙れは唾液
pHの朝夕差を図でみても証明できる。すなわちキャラパン中はタ値が靭値より低いが，訓練聞はか
えって斎くなっているのである。 乙の聞の様子は体重の推移においても全く同様であり，また訓練間
(21) 
K疲労の少い乙とは， 越智 ・ドナジオ反応が平均 3.3 である乙とからも理解される。
4. 血液および尿中窒素成分について 合宿期間中の血液および尿中窒素成分の変動を第3図iζ示
した。血・荷蛋白濃度やヘモグロビン浪度のいずれも訓練後にかえってやや上昇の傾向があるが， いず
れにしても正常値2範囲である。また尿中総窒素量，クレアチニン量もあまり変動を示さない。乙れ
ら所見はさきに指摘した食蛋白量の量的不充分さがこの程度の訓練では左程ひびいていないととを物
語るものであろう。ただ6例において微量のクレアチン尿の出現をみたが， ζれは疲労あるいは寒冷
(8) (25) 
刺戟による蛋白代謝異常 の結果によるのであろう。他に尿の一般定性検査も行ったが異常は認
められなかった。
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(小括)以上の所見をまとめるとつぎのようになる。調査した登山行動はアプローチのためのキャラ
パン，合宿訓練および山岳縦走の三期に分つ乙とができ，そのうち調査の主目的とした訓練聞におい
ては訓練管理ならびに食糧計画はほぼ適正に施行されたζとが分った。 しかしアプローチならびに訓
練後の10日聞にわたる山岳縦走では労作強度がかなり酷しく，そのため疲労の蓄積をまぬがれなかっ
た。 ζとに縦走の場合は直接観察は行われなかったが，下山後体重減少が約3kgにおよんでいる(第
2図参照)乙とから，乙の聞の事情は明白といわねばなるまい。この調査は夏山について行われたも
のであるが，標高約 1800mのキャンプ地においては夜間気温約2-40Cとなりとの場合においても
当然寒冷対策が考慮されねばならないのであって，冬山登山時の携行食を考慮する上lζ有力な参考資
料となしえたのである。
1I. 大学山岳部の慣行携行食調査成績
1. 携行食の栄養摂取量について まず関西日大学からえられた資料のうち栄養価計算には資料不
備の2校をのぞいた8絞について，携行金の平均l人工日当り総熱量，蛋白質および脂肪の摂取量を
概算して第3表K示した。乙れからまず総熱量摂取量は平均 3275Cal，(2976Cal -3田9Caりで各大
学による差はあまりひどくない。前項の調査成績から考えると乙の程度の食餌量ではアプローチある
いは山岳登駒とはやや不充分であり，少くとも l日平均 3SOOCalを呂標とし，別にある程度の予備食
第3~星学校別携行食の栄養価 (l人l日当り) を用意する必要があろう。つぎに摂取蛋白量
学校別 Il終(C盤al) 
A大学(冬〉 3346 
A "(1) 3569 
BI 3075 
CI 34田
DI 31ω 
EI 3482 
FI 家主犯
GI お47
HI 2976 
(平均〉 3275 
?Ii白質
総量|動物性 I % 
00.7 22.2 24.5 
83.5 16.7 20.0 
75.1 27.8 37.0 
79.3 20. 7 26.1 
86.9 21. 4 24.6 
102.5 37.9 37.0 
84.0 31. 7 37.7 
国 .2 25.3 31. 5 
84.4 24.3 28.8 
85.2 25.3 29.7 
質
g 
46.7 
88.8 
86.9 
56.5 
29.4 
102.0 
l侶 .5
61.6 
46.4 
69.3 
は平均 85.2 g (75. 1 g -上回g)で， 1∞g 
以上の摂取は一校にすぎず，他は平均してい
る。乙の量はそれ自体一応所要rをみたし
てはいるものの，日常の勉学生活から急iζ激
(27) 
しい労作』ζ入るものの多い点を考慮しでも
また蛋白質の高い特異動的作用を耐寒性iζ利
用するためにも，平均L∞g前後の量の炭取
がのぞましい。また蚤自の質についても，動
物性蛋白量の摂取は25.3gで，全量lζ対する
比は約 30~ち となるが， その給源はおもに魚介類であり ， 獣肉あるいは卵乳類の使用を強化する必要
があろう。また耐寒性でもっとも問題となる 脂肪の摂取は平均 69.3g (46.4g -105.5 
g) .カロ リー 比で約四%となる。 ζれは厚生省調査による日本人平均摂取量21.9g をはるかに上廻
っており，経験的にその使用が強化されているわけであって，一応望ましい傾向にあるといえよう。
しかしアムンゼンの南極探検経験その他より明かなように，外人の場合寒地行動にはカロリ ー比で40
ないし 50~彰あるいはそれ以上におよぶ脂肪が摂取されている のであり，その使用は一段と強化さ
れる必要があろう。なお無機質およびビタミンについては計算を省略したが， ζれが不足がちであろ
う乙とはその使用食品材料からみて当然と恩われた。
( 31 ) 
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各個食品ごとに各つぎに携行食lζ使用された食品を材料別に分類し，使用食品材料について2. 
また各大学別に使用材料の種類を整理して第5表iζ示した。と大学での使用頻度を第4表にまとめ，
れから学生の食餌に対する晴好傾向ならびに食餌の多様性に対する欲求がある程度推定されよう。
度頻用使}.lIJ ロロ食第4表
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まず主食としてもっとも好まれており使用頻度も高いのは米あるいはその第4表から分るように，
乙れは多く行動聞にクラッカーとして用いられているが，ついでソj、変がパン，乾ノfン，製品であり，
カロリー源と使用されている。また夜食あるいは間食として麺類も好まれる食品である乙とが分る。
つぎに蛋白源として味噌を各大して軽量なマーガリンがつねに使用されているのは当然・といえよう。
日常食習慣からの噌好の点学で使用し，油揚その他大豆製品がかなり好んで用いられているととは，
スキムミルクが使用量は少いが使用で当然とはいえ興味深い点である。また動物性蛋白源は，牛肉，
頻度は高く，量，頻度とも多いのは魚介類乙とに干物と魚ソーセージであるζとも注目された。つぎに
キャベツが主力となり馬鈴薯野菜の使用は寒冷腐敗の点で種類K制限をうけ，保存性の高い玉ねぎ，
わかけずり節，カレーJレー ，スープの索，もその欠を補う食品と考えてよいであろう。その他では，
め，福神漬，塩呈布などの使用頻度が高い。
つぎに第5表で各大学においてどれほどの種類の食品材料を使用しているかを検討する。材料購入
( 32 ) 
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第5表学校別使用食品の種類
学賞主*
畠IJ 食
好晴ロロ彊 白源 |カロリヤ 菜!関味料 (計)食 動物官|織協勢 (7zZ)その他 その他(小計〉
A 3 5 2 l 6 6 20 4 27 
B 3 6 l 2 7 2 18 3 24 
C 6 9 2 l 7 4 23 5 34 
D 3 6 4 l 7 6 24 l 28 
E 2 7 3 2 7 4 23 l 26 
F 7 6 2 2 6 6 22 2 31 
G 5 5 2 l 7 3 18 2 2s 
H 3 6 1 l 6 2 16 8 27 
4 4 l l 2 3 11 4 19 
J 3 9 3 2 2 l 17 4 24 
一 』一一一一
平均 4 6 2 1 6 4 19 3 26 
いのであるからいたずらに種類を多くせず，3種程度にとどめてよいであろう。その他全般的にみて
重量負担にならない程度に野菜，翁味料あるいは晴好品iζ変化をもたすべきだろうと考えられた。
(小指)以上各大学の慣行携行食の内容を検討した結果，まず第11ζ食餌量全体としてやや不足の傾
向のある乙とが指摘される。しかもほとんどの大学で遭難その他に備えた予備食を全く考-慮していな
いのは遺憾であり，また行動日と沈澱日の献立変化について考慮を払っていないζ とも批判さるべき
であろう。しかも携行食についての計画がともすれば各大学山岳部の伝統や経験のみにもとづいてい
る。ただ某大学のみが携行乾ノfンを特別に注文して製作し，低廉と熱量治加に努めているのが注目さ
れた。つぎに使用食品の種類からみると，脂肪食品がやや多いζ とを除いて，その主傾向は日本人の
日常食習慣をそのまま移したものであり，登山携行食としては食品種類は少なくて献立変化に乏しい
乙とが指摘された。また味噌および魚介類の使用を主とした食習慣は一挙lζ改善する乙とは困難であ
ろうが，耐寒性ということを常lζ第一義に考える必要のある携行食においては脂肪，良質蛋白質なら
びにビタ ミン類の摂取量を増加するよう一段と努力されねばなるまい。要するに現行の携行食につい
ては従来の経験を尊重すると同時に，一方科学的見地i乙基づいた改善の必要が痛感されるのである。
]l. 改良携行食の試案について
上記の諸成績をもとにして，学生の経済的負担能力および食習慣による曙好の 2点に制約を受けな
がら，i医者らは携行食についてつぎの諸点の改良を試みた。まず第lは，脂肪，蛋白および総熱量摂
取量など食餌内容の強化，第2は食品種類の多様性，そして第31(行動区分による使用材料の変化お
よび予備食の強化である。すなわち第lの点については脂肪 l∞g，蛋白質 l∞g (動物性 45%)
および熱量 35∞Calを一応の目標とした。
( 33 ) 
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切干大狼，塩昆布，わかめ，氷酢酸，海苔などであり，またビタミン源、としてジュースパウダーある
いはビタミン複合剤を用意した。その食品材料の種類は40種類でかなり多くなるが，重量および謁涯
に関係の少いものの数を増やし，献立変化lζ主眼をおいたためである。なお献立中のビスケッ トは本目
的のためとくに試作したものである。すなわち第7表に示したように脂肪金量を種々変えて数種のピ
第7表携行ピスケットの材料と栄養価
材料と使用量
パ タ ーバタ ー デ セ ルチーズ
クッキー A クッキ-B ビスケット ピスケット
パ予ー 33 22 12 22 
砂 糖 16 18 25 一
務力粉 42 45 日 49 
澱 粉
牛乳 9 12 13 16 
金 gs 4 
卵 黄 3 
チーズ 8 
食 塩 l 
ノ守ンピ
タン末
計 l∞ l∞ l∞ 
(註)日 出来上りは原重量の約70-00%
2) 携行ビスケット出来上りl∞g当りの栄君主繁盛
熱:Iil343Cal，蛋白質 7.8g，脂肪 13.7g
(単位g)
K 大 携行
ビスケッ ト ビスケット
12 12 
5 5 
回 55 
l 
18 16 
4 4 
8 
少々
少々 少々
1∞ 100 
スケットを試作
したが，実用的
晴好を考慮する
とK大ビスケッ
トを修正した本
試作品が最も適
しているととが
分 った。 その
l∞g当りの栄
養価は下欄iζ示
したとおりであ
る。以上が献立
ならびに献立種
類のあらましで
あるが，約 10日
聞の畳梁計画iζ対して沈澱日は5ないし7日聞を予定し，また予備食は別に 2自分を用意するものと
しTこ。
つぎに乙の献立にもとづいて栄養価計
算をすると第8表のようになる。行動日
の総摂取熱量 3，501Cal， 蛋白質約 l∞
g (うち動物性約 44$ぢ)，脂肪 83.6g
(カロ リー比2296)となり.Iまiま予定計
画量lζ達している乙とが分る。行動10日
間，沈澱7日間，予備食2日分とすると
その 全食品重量は l人につき約 2lkgで
ある。また購入価格は 1958年始め現在，
l人工 日当り約 170円であった。
以上が現実の慣行携行食を検討し，こ
れに栄主主学的見地より改良を加えて作
製した試案である。 ζの試案について
は，1958年 O大学山岳部の冬山登山に際
第8表食餌の組合せと栄養価
1朝:A. B. (交替)
t主澱口 {昼 :[t澱日用(一')E)
lタ:A. B. C. (交替)
I朝 :A. B. (交替)
行動日 {昼 :行動日用(一定)
lタ:A. B. C. (交番)
|熱量臼梓白質(動物性殖白)gl脂質g l重量g
朝食平均 007 26.7( 9.6) 
夕食平均 1，1田 40.2(17.3) 
1，211 28.5(12.3) 
行動日 1，401 33.9(17.1) 
沈澱日〈計〉 3.311 95.4(39.2) 
行動日(計) 3，日l l∞.8(44.0) 
予備食 2，679 64.9(28.5) 
註1. 1日平均価格約170円 (1958年現在)
2.予備食iま2日分を携行
3.沈澱日は5日-7日間を予定する。
( 35 ) 
28.2 
22.2 
47.5 
33.2 
97.6 1.137 
83.6 1，167 
124.3 695 
-36- 食 物 学
して， ζの計画どおり実行し，乙れが実用iζ供しうるζとを確めたのである。 しかしζの試案が最終
的かつ最良のものでないととはもちろんであり，栄養学的見地から，また実施上の立場から多くの問
題点を残しているであろう。従来とかく紐験のみにもとづいて計画されていた携行食内容にいささか
なり と科学的見地より改良を加えたいのが筆者らの意図であった。との小論が冬山登幸容に際してつね
に第ーに考慮されねばならない耐寒性食糧研究の一捨石とならん乙とを念願する。
要 約
登山時ー における身体所見と食餌量との関係および大学山岳部員の携行食の実態調査にもとづき，冬
山登捗iζ際しでもっ とも考慮すべき耐寒性携行食糧の実用的改善について検討した。
1. 関西10大学山岳部の慣行携行食を検討した結果，その平均栄養摂取量は熱量約33O'JCal，蛋白
質約8Sg (うち動物性約30%)および脂肪約69gであり，その量ならびに質的に改善すべき点のある
ζ とを知った。また食品材料，献立などにおいても一層工夫さるべき点のあるととが分った。
2. 夏山におけるキャ ンプ訓練時の食餌摂取量は熱量約 31∞Cal，蛋白質約78g (動物性 16.7g) 
および脂肪約 SSgであった。疲労調査，体重測定の結果，ζ の食餌量はキャンプ訓練期間中ではほぼ
要求を充たしているが，アプローチ， あるいは山岳登撃などさらにきびしい行動時においては不充分
であるこ とが分った。
3. 以上の調査成績にもとずき，食習慣による晴好ならびに経済負担の二点をとくに考慮lζいれて
現実に即した耐寒性携行食の改良を考えた。改良の重点は脂肪摂取の増量，ついで総熱量および良質
蛋白の塙量である。また，食品種類の多様性，行動様式にしたがった献立，調理の変化などにも充分
注意をはらった。改良試案のl人工日当り摂取栄養価は熱量約 35∞Cal，蛋白質約 l∞g (動物性44
%)および脂肪約 8Sgであった。
本研究iζ当って井上五郎教授の御指導ならびに万木良平博士(航空医学実験隊勤務)の協力をえた。乙ζ[ζ謝怠
を表します。
なお関西各大学山岳部IL謁査資料の提供，試作品のテストをはじめ， 種々御憾カを賜り感謝Iζたえません。最後
に研究費の一部は文部省 "寒冷障碍対策研究協議会. (吉村寿人委員長)よりえたζとを附記します。
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Summary 
The authors studied on the food composition useful for the Japanese mountaineers in 
winter記 a釦 n. It has been clarified experimentally that the most effective nutrient 
against the cold is the fat or the animal protein. But the theoretical demand for the 
nutrients can not be fully satisfied in Japan， because of the peculiar taste originated on 
the dietary habits and of the comparatively higher cost of the rations. 
Our studies made on the school mountaineers involved the investigations of the physical 
consumptions in prolonged camp for climbing and the surveys of the rations planned for the 
( 37 ) 
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climbing in several college clubs. 
on the basis of those results and the practical consideration， the more effective food 
composition against the cold in mountain was recommended as follows : 1) ln the r，令
commended rations the daily fat supply may be increased to the level of 85 g and the 
daily caloric and protein intake may be kept on the level of 35∞Cal and 1∞g 
respectively. 2) In regard to stimulating the good appetite， itmust be carefuly planned 
as preparing many kinds of foodstuffs and as supplying varieties of menu and cooking. 
( 38 ) 
